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1813 東イン ド会社の特許状更新さる。 インド貿易の
1日3 イギリス人ベンガルlζ植民。
独占権廃止さる。(茶を除く)。










1699 イギリスの広東貿易許可さる。 1833 中国茶ジャパで根づく。
17∞ このζろ武爽茶の粗悪をとがめらる。 1邸4 アッサム茶試作する。
1715 イギリスの東イン ド会社広東に商館をおく。 乙 1839 林則徐，芙商館のアヘン没収，乙れを焼く。
の年以後外国船はマカオを素通りして広東に行 1840 アヘン厳争始まる。アγサム茶95箱ロン ドンに
く。
到者。
1720 公行 (広東の貿易{中介入16家の組合)投立。 南 1842 アヘン戦争終る。香港島割譲さる。
海泡沫事件。 1お8 ムガール帝国滅亡する。東インド会社解散する。
1729清，阿片の販売，姻飽の開設を禁止する。 1859ダーウィン，種の起源、発刊さる。
1733 イギリスの糖密法(外国産の糖蜜IC禁止的関税) 1865 茶の税金下る。 (2S 3d→6dとなる)乙のと
1750 ζの頃イギリスに紅茶輸入さる。 ろ fiveo'c1ock tea一般化する。
1756 フランクリン，イギリス軍ICボヒー茶(紅茶)， 1873 セイ ロン茶始まる。
緑茶，砂結などを送る。 1875 セイロン茶ロンドンIC到着。
芙 ・仏開戦(仏領カナダ攻略)。 1890 リプトンのセイロン茶〈アッサム種〉始まる。
1764 イギリス， 北米13州IC砂槍法発令。 ζの頃中国茶，完全にインド，セイロン~IC圧
1765 東インド会社ベンカ勺レの地税徴収縮獲得。
信lさる。






12. 16 ポストン ・ティーパーティ事件，紅茶と緑茶 研究発表を伺いていた。氏の発表は清朝末期に広東で外
の包みを海中K投棄する。 人宣教師逮により発行されていた定期刊行物 "Chinese
1775 アメリカ独立戦争。 Repository" iC関するものであった。
1789 英艦パウンティ号叛乱する。(飲料として茶を ζのなかに相当多盆の中国茶が広東から，イギリスを
穣み乙む)。 はじめとするヨーロ γパ諸国に輸出され， その代償とし
1793 イギリスのマカートニー，北京IC来事ij，叩頭範 て多量の銀貨が中国IC流入していたという事項が述べら
拝を拒否。 れた。 発表の終った後の質疑応答のなかで，著者は吉岡
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tee lndian Tea Association (インド茶業協会総委μ







年度|インド 中 国 |セイロン 総 額
1総6 4，回4 97，681 102，2邸
67 6，360 1仰，628 110，銘8
槌 7，746 的，339 106，815 
69 10， 716 101，080 111， 796 
70 13，500 104，051 117，551 
71 13，祭主5 1ω，445 123，401 
72 16，656 111，∞5 127，伺1
73 20，216 111，邸5 131，881 
74 18， 528 118，751 137，279 
75 お，220 122，107 145，詑7
76 25，740 123，お4 149，104 
77 27，852 132，263 151，115 
78 36，744 120，652 157，396 
79 34，ω2 ロ6，340 160，必2
80 43，836 114，485 1日，321
81 48，336 111， 715 1印，051
82 50，496 114，462 1倒，958
83 59，0∞ 11L 7，剖 1，0∞ 171，7剖
84 制，217 110，843 2，似)() 175，侃O
部 日，678 113，514 3. 217 182，4ω 
86 68，420 104，226 6，245 178，891 
87 部，112 90，日8 9，941 183，561 
88 86，210 80，邸3 18，553 185，416 
89 96，0∞ 61.1∞ 28，5∞ 185，6∞ 
90 101，961 57，日O 34，516 194，ω8 
91 98，942 52，287 51，227 202，456 
92 1伺，528 34，必3 日，102 207，113 
93 1偽 143 払鈎5 64，218 2肱 ωs
94 116， 965 25，805 71，570 214.341 
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とのインド茶は別の審物 (C.Bald， Indian Tea. its 





























乙乙でちょっと注意したいのは acup of coffeeとい























中国産緑茶(上質のもの) 1 " 
棒砂諮 (loafsugar) 6 " 
上質黒砂糖 (Muscovado) 6 " 
上質粉コーヒー 6 " 
チョコレート 6 1/ 
極上白ピスケ・ット 50 " 
コショウ 0.5 1/ 









































































































































































































































































































































































































































































































地図政忠， 有島成夫，砂糖・コー ヒー ・紅茶・ココ
ア読本(近代商品読本第3巻)，P. 1ω，春秋社
(1964) ;吉岡カ，歴史ノfズル，P.174，光文社(1969)
3)増田 ・有島，砂糖・コー ヒー ・紅茶・ココア読本，
P.108，春秋社 (1964)
4) J. C. Drummond， and Anne Wilbraham， The 











6) Drummond and Wilbraham， The Englishman's 
F∞d， P. 140， Jonathan Cape Ltd (1939) 
7)前記 TheEnglishman'sFood， P .140による。原
文lまYouhave al Manner of News there : You 
have a good Fire， which you may sit by as 
long as you please : You have a Dish of Coffee; 
Y ou meet your Friends for Transaction of 
Business， and al for a Penny， ifyou don't care 
to spend moreとある。
8)荒木敏彦訳，フランクリン自伝(付富Ir至る道)， 
P.191.角川文庫(1969)W. Macdonald (Edited)， 
Benjamin Franklin's ，Autography， p. 41"'-42， 









































13) Drummond， Wilbraham， The Englishman's 
Food， p. 135~ 8 ; 237~ 9 ; 342 ; 347 ;吉岡カ，
歴史バズ)V，P. 174，光文字上 (1969)
14)上記の Englishman'sFood P. 237には次のよう
に記載されている。すなわち Afew ye釘 sago， a 
( 11 ) 
Winchester Quart of old sound porter， would 
yield n回 rsix Ounces of good proof Spirits by 
a Careful Distilation; but the Beer brew'd 
lately， wiJI not yield four Ounces of the same 
Proof: whether this be owing to the Avarice 
of the Brewer， or the Quality or Scarcity of 
the Malt， is not very pertinent to the Subject. 
とあり，ざっと計算してみると，前者つまりきつい
ビールは7vo196であり，~~い方は4.7;;ちになる。
15) Drummond， Wilbraham， The， Englishman's 






















































nensis L， var Bohea K Koch，福建省でウ ロー ン
茶を製するものは，var. viridis Szyszylomicz，ベ
ニバナチャは V官r. rosea Makino， トウチャは
Thea macrophylla Makino，アッサム茶は Thea








の私記， P. 226"-8，新潮文庫 (1964)










Pincher Martin， C. D.を当時若い海軍士宮の補永
恭助氏が翻訳したものである。とのなかにはお茶に
物















庫(1969)Charles Lamb， Essays of Elia， Last 
Essays of Elia， P. 112. Everyman's Libr釘 y(1965)
28) C. 7'ロンテ(田部隆次釈)， ジェイン ・エイア，
p.3，角川文庫(1967); Charlotte Bront邑， Jane 
Eyre， P.1， Everyman's LibrarY(l鎖紛には 「客
のある時には夕食をテ'ィナーにし，ない時は昼をデ
ィナーにしている」旨の記載がある。原文は……










































まれたという H伝説H がある。 ζの伝説の不合理性を力
説し，紅茶の製造法は緑茶ー→ウーロン茶・包種茶ー→
紅茶に至る延長線にあるととを証明し，中国で粗雑に緑
茶を製造したさいの粗悪茶の1程， 武夷茶 Boheatea 
が，現在の精美な紅茶の元祖であるととを示した。
なおイギリスにおける喫茶の習慣は17世紀の後半に始




































"Loads of Chinese green tea were shipped on a clipper which sailed from China to England over 
the tropical sea. The leaves were fermented by invading moisure， for the reason of that packages of 
tea were broken. Th巴 pricesof tea were so high， that the spoi1ed tea could not be abolished. Then 
these leaves were re-desiccated in order to sell them. The tea was tasted so deliciously that a new 
method manufacturing a new beverage named "black tea"was creatad. " 
Regend above sited， was afloat. The rationality of this regend was denied. And it was proved that 
the method of black tea manufacturing was laid on a line stretching from the method of green tea 
manufacturing to the method of f1avoring Oolon tea manufacturing. 
A new custom， an afternoon tea or five 0唱clocktea， was created. An afternoon tea was not only 
recognized as a holy ceremony in England， but also the ceremony of an Englishman advanced everywhere， 
in which an Engli・shmanlives， even in the battle-fields， or in the fields of exploration. The tea was 
( 13 ) 
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then became a symbol of an Englishman's life. 
The custom of tea-drinking， although it was imported from China， within only thirty de伺 des，
was completely improved by an Englishman， and a unique culture of life namd "tea time" was 
created. We admire such creating power of an Englishman， and admire the custom of an afternoon tea 
which has been spreading al around the world. 
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